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第 2 部「行動空間療法の体系化」は 4 章から構成された。ここでは行動空間療法の理論化のた
めの基礎研究を通して、行動空間療法の基本的な枠組とこの指導法の特徴である行動空間の特性
について明らかにした。
第 3 部「行動空間療法の分析法」は 3 章から構成された。ここでは行動空間療法を支える分析
法として、著者らが開発した行動空間分析法の信頼性と妥当性の検証を試みた。その結果、この
分析法の有効性について明らかにされた。




































トによって、 Ro 空間 (Round Space) を渦巻き型に活動する中で、チーフセラピストのいる Co
空間 (Communicative Space) に収数していく流れを作るところに特徴がある。
これらの指導の実際は、筆者らが独自に開発した「行動空間分析法」によって、 5 秒ごとに解析
され、実証的な分析資料が作られている。このことも、これまでの心理療法とは異なる精度の高
い指導記録の作成と言う点で評価されるところである。実際に、この行動空間分析法による分析
結果の振り返りによって、行動空間療法の開発が支えられている。
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3 点目は、この行動空間療法による研究の発展として、新しい分析視点から、行動空間療法に関
する教育情報を提供できる研究の見通しが方向付けられたことにある。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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